
（
１
）わ
れ
わ
れ
が
日
常
、何
気
な

く
口
に
し
て
い
る 

ご
飯「
お
に
ぎ

り
」に
つ
い
て
、明
鏡
国
語
事
典

（
大
修
館
書
店
）を
引
き
ま
す
と

“

お
に
ぎ
り”

と
は「
握
り
飯
」の
丁

寧
語
で「
お
む
す
び
」と
出
て
い
ま

す
。

　
お
に
ぎ
り
と
お
む
す
び
に
は
明

確
な
違
い
は
な
い
よ
う
で
す
が
、

お
む
す
び
は
江
戸
時
代
に
宮
中
に

仕
え
る
女
官
た
ち
が
使
い
始
め
た

と
さ
れ
、大
衆
食
に
な
っ
た
お
握

り
を
上
品
に
表
現
し
た
と
い
う
説

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、東
日
本
で
は「
お
む
す
び
」、

西
日
本
で
は「
お
に
ぎ
り
」と 

呼

ぶ
こ
と
が 

多
い
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

（
２
）「
お
む
す
び
」と「
お
に
ぎ
り
」

の
記
念
日
！

①〈
１
月
17
日 

お
む
す
び
の
日
〉

　
１
月
は
、コ
メ
の
収
穫
時
期
で

も
な
い
の
に
な
ぜ
？ 

　
１
月
17
日
と
言
え
ば
、忘
れ
て

な
ら
な
い
の
が
阪
神
淡
路
大
震
災

で
す
。寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
、

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
々
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

に
よ
る
炊
き
出
し
に
、す
ぐ
に
食

べ
ら
れ
る“

お
む
す
び”

が
配
ら
れ

ま
し
た
。こ
の
と
き 

お
コ
メ
や
ご

飯
の
大
切
さ
を
見
直
す
運
動
が
始

ま
り「
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
国
民

運
動
推
進
協
議
会（
事
務
局・兵
庫

県
農
政
環
境
部
）」が
設
立
さ
れ

2000

（
平
成
12
）年
に
定
め
た
の

が「
お
む
す
び
の
日
」で
し
た
。

②〈
６
月
18
日
は、おにぎりの日
〉

　
「
お
に
ぎ
り
」

の
起
源
に
つ
い

て
、石
川
県
中

能
登
町
企
画
課

提
供
の【
参
考

資
料
】「
い
し
か

わ
の
弥
生
時
代

」「
鹿
西
な
る
ほ

ど
百
科
事
典
」

に
よ
り
ま
す
と

1987

（
昭
和
62
）年
、石
川
県
旧
鹿

西
町（
現・中
能
登
町
）の 

竪
穴
式

住
居
跡
の「
杉
谷
チ
ャ
ノ
バ
タ
ケ

遺
跡
」か
ら
出
土
の
炭
化
し
た
米

粒
の
塊
が
、弥
生
時
代・日
本
最
古

の
お
に
ぎ
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
塊
は
蒸
し
た
後
に
焼
い
て
固

め
ら
れ
た
、も
ち
米
の
化
石
で
現

在
の「
粽（
ち
ま
き
）」に
近
い
食
べ

物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
こ
と

か
ら
鹿
西
町
が「
お
に
ぎ
り
の
里
」

と
し
て
町
起
こ
し
の
た
め
に 

鹿

西（
ろ
く
せ
い
）の「
６
」と
、毎
月

18
日
の「
お
米
の
日
」か
ら2002

（
平
成
14
）年
に〈
お
に
ぎ
り
の
日
〉

と
し
て
制
定
し
ま
し
た
。

③〈
毎
月
18
日
は「
お
米
の
日
」〉

　
「
JA
全
農
み
え
」に
よ
り
ま
す
と

「
米
」の
字
が「
十
」と「
八
」に
分
解

で
き
る
こ
と
か
ら1978

（
昭
和

53
）年
10
月
に
農
林
水
産
省
な
ど

の
中
央
官
庁
で
は
な
く
三
重
県
が

制
定
し
た
と
の
こ
と
で
す
。そ
こ

で“

お
米
の
日”

の
由
来
に
つ
い
て

「JA

全
農
み
え
」に“

Ｅ
メ
ー
ル”

で

照
会
し
た
と
こ
ろ 

『
当
会
か
ら
も

三
重
県
関
係
部
署
に
問
い
合
せ
て

み
ま
し
た
が
、制
定
か
ら
40
年
が

経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
当
時

の
経
緯
を
知
る
職
員
が
い
な
い
こ

と
、ま
た
関
係
書
類
も
残
っ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
詳
細
に
つ
い
て

は
不
明
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
』と
、“
JA
全
農
み
え”

企
画
管
理

課
か
ら
Re
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し

た
。

　
時
代
を
経
て
、お
に
ぎ
り
が「
弁

当
」と
し
て
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
。５
街
道

の
整
備
に
伴
う
旅
人
の
携
行
食
の

ほ
か
農
民
が
農
作
業
の
合
間
に
食

べ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
精
米
技
術
が
進
歩
し
、白

米
の
お
に
ぎ
り
が
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ほ
か
、江
戸
時
代
中
期

に
海
苔
の
養
殖
が
始
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
、海
苔
を
巻
い
た
お
に
ぎ

り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

（
３
）三
角
お
む
す
び
の
発
祥
地
は

“

川
崎”

！？

　
川
崎
研
究・第
44
号
〜
川
崎
郷

土
研
究
会
創
立
50
周
年
記
念
号
に

よ
り
ま
す
と
〜1722

（
享
保
７
）

年 

紀
州
か
ら
江
戸
に
向
か
って
い

た
徳
川
吉
宗
一
行
が
、現
在
の
川

崎
区
に
あ
る
東
海
道
川
崎
宿
に
宿

日
本
の
伝
統
食
『
お
に
ぎ
り
』
につい
て

                       
こ
だ
わって
み
ま
し
た

泊
し
た
際
、田
中
家
下
本
陣
の
主

で
あ
る
田
中
休
愚
が
、一
行
の
食

事
を
賄
う
た
め
、今
ま
で
丸
く

握
っ
て
い
た
お
に
ぎ
り
を
三
角
形

に
握
り
、徳
川
家
の
葵
の
家
紋
に

見
立
て
て
、丸
い
盆
に
３
つ
並
べ

て
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
吉
宗
は
、

そ
の
当
意
即
妙
を
喜
ば
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。以
後「
御
紋
む
す

び
」と
呼
ば
れ
た
こ
の
お
に
ぎ
り

は
、川
崎
宿
の
名
物
と
な
り
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
田
中
休
愚（1662

〜1729

）

は 

江
戸
時
代
中
期
、22
歳
で
川
崎

宿
の
本
陣
職・田
中
兵
庫
家
の
養

子
と
な
り
、45
歳
で
六
郷
川
の
渡

船
請
負
権
を
取
得
し
て
、財
政
難

に
あ
え
ぐ
川
崎
宿
を
再
建
し
ま
し

た
。

　
田
中
休
愚
の
15
巻
77
項
に
お
よ

ぶ
民
政
の
意
見
書『
民
間
省
要（
せ

い
よ
う
）』が
吉
宗
に
認
め
ら
れ
幕

府
の
二
ヶ
領
用
水
の
治
水
事
業

フ
ォ
ロ
ー
に
貢
献
し
た
そ
う
で
、

田
中
休
愚
は
一介
の
農
民
か
ら
町

人・武
士
、さ
ら
に
は
３
万
石
支
配

の
大
官
職
ま
で
果
し
た
異
色
の
民

政
家
で
し
た
。

（
４
）お
に
ぎ
り
の
歴
史
文
献
と
し

て
は
、奈
良
時
代
初
期717
〜724

年
頃
、元
明
天
皇
の
詔
に
よ
り
日

本
各
地
の『
風
土
記
』が
編
纂
さ

れ
、「
常
陸
国
風
土
記
」P.8 

筑
波
郡

（
つ
く
ば
の
こ
ほ
り
）の
項
に﹇
風

俗(

く
に
ひ
と)

の
説(

こ
と
の
は)

に
、握
飯(

に
ぎ
り
い
ひ)

筑
波
の
国

(

つ
く
ば
の
く
に)

と
云
ふ
﹈と
の
記

述
が
あ
り
ま
し
た
。

【
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　生活を楽しむための元気な脚づくりを学びます。　
　　４月13日～６月22日の第2・4土曜
　　午前10時～正午（全6回）
　　聖マリアンナ医科大学体育館

　募集　65歳以上35人　3,900円
　申し込み（往復ハガキ）
　　3月17日(消印有効)までに生年月日と性別も記入
　　〒216-8511聖マリアンナ医科大学スポーツ医学講座 ［抽選］
　問い合わせ
　　教育委員会生涯学習推進課　電話044-200-3304

聖マリアンナ医科大学公開講座
高齢者向け「筋力アップ教室」

主催：聖マリアンナ医科大学・川崎市教育委員会　連携事業

恒例
川崎フロンターレサイン会

長沢商店会

　　
　　
　　

　　
　　

　　左：宮代大聖選手　右：マイケル　ジェームズ選手
右から 長沢商店会：原山会長　長沢自治会：末吉会長

ASA南生田：原山さん　クローバーハウス:千葉さん  ほけんdays:平井さん

　年恒例となっている長沢商店会「川崎フロンターレ選手サイン会」が1月に
開催された。
　このサイン会は、川崎大師にてチームの必勝祈願後に川崎市内各商店街
で行われる。長沢には、DFマイケル・ジェームズ選手とFW宮代大聖選手。
　会場のASA南生田には大勢が集まった。全員にサイン、写真撮影を行われ
た。市内でも選手とここまでふれあえるサイン会は珍しい。長沢から２選手の
活躍を応援したい。

〈
な
が
さ
わ
魅
力
伝
え
隊
〉　
長
谷
川 

武
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　編集：高橋工務店　印刷：ASA南生田

  発行：ながさわ魅力伝え隊　2019年3月5日（火）

ながさわ魅力伝え隊
スタッフ一同

　「自分で考え、判断し、自分で行動できる子ど
もを育てる！！」
　そのため、子どもたちの自立を心掛けていま
すので、チーム活動における引率やお当番等
保護者様のお手伝いは一切ありません。

育
成
理
念

【コースについて】
一人ひとりが目的に合わせてサッカーに取り組む環境があります。
１・チームメンバー（土日も試合や練習があります。）
２・クリニックメンバー
　（平日の練習がメインです。たまに練習試合もあります。）

【活動概要】
□練習場□　西長沢公園・長沢小学校 他
□活動日□　月曜・火曜・木曜　（チームメンバーは土日祝もあり）
　キッズ　　15:30～16:15（月曜日は行っていません）
　キンダー　15:30～16:30
　ジュニア　16:30～17:45
※引率をスタートします！！詳細ホームページで確認してください。

TEL.080-1229-9623（前村代表）
http://baumsoccerclinic.com

多摩区観光ガイドブック「はなもす」発刊

ガイドブック

　多摩区観光協会協会制作の観光ガイ
ドブック「はなもす」2019年度版が発刊
されました。
　今回は川崎市岡本太郎美術館の開館
20周年特集号として内容を刷新。
　多摩区役所、生田出張所などで配布。

■ASA南生田でも配布（要連絡）

サギ撲滅の2本柱

留守番電話設定のお願い！

こんな言葉を電話で聞いたらサギだ！

「犯人は留守番電話を嫌います。」
「常に留守番電話設定を！」

「留守番電話が作動する前に取らないで！」
「迷惑電話防止機能付き機器の導入検討を」

「急にお金が必要！　用意して！」
「キャッシュカードを預かります。」
「ATMで医療費を還付します。」

参考　神奈川県警察

　川崎市では、コミュニティの将来を見据え、今後のコミュニティ施策を進める上での羅針盤となる
「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」（平成30年度末）の策定を予定しています。

　策定にあたって、各地で討論会が繰り返し行われ、現在、（素案）が発表されました。
　この中で注目したいのが、「地域」についてエリアの広さから分類されています。
　①小学校区をイメージした【小地域】
　②行政区をイメージした【区域】
　③全市をイメージした【市域】
　小地域である「長沢地域」については、長沢の住民が主体になって地域を考えていく
　ということが明記されています。
　つまり「地域の皆さん出番ですよ」という感じです。

　そして、素案の柱として．．．
　「（仮称）まちのひろば」の創出（小地域）があげられています。
　まだ、具体的な内容については、決まっていません。
　この「（仮称）まちのひろば」は、コミュニティを支える機能を担うとしていますが「空間的な固定された場所」だけではなく「仮想空間でもある
SNS」も考えられます。

　いずれにしても「長沢地域」住む人たちが、自分の住む地域の課題を考え、よりよい地域にすることが大切だと思います。
　長沢地域には、自治会をはじめ、さまざまな団体が活躍しています。
　その連携も大切だと思います。
　「長沢まちづくり協議会」もその一団体として、地域で活動をしています。
　ホームページで期間限定のアンケートを実施します。
　自由なご意見をお寄せください！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　長沢まちづくり協議会　事務局

これからのコミュニティ施策の基本的考え方
川崎市

こんな長沢にしたい．．．
長沢にあったらいいもの．．．
何か活動してみたい．．．．
いま、困っています．．．
お手伝いできます．．．

ア
ンケ
ー
ト

http://love-nagasawa.org

批判的なものは
　ご遠慮ください

長沢のことを考えてみましょう！！

（仮称）まちのひろば
住民が主役のまちづくり
ステキな長沢を描きたい
笑顔が似合う町

答えの分かった方は・・・
右記まで（答え・お名前・住所・連絡先）をお知らせください。
正解者から抽選で若干名様に粗品を進呈します

提供：ASA南生田／高橋工務店

難易度　★★★★☆

▶前号の回答 →お正月

正解者には、粗品（クオカードなど）を
進呈しました(^.^)

問題　
いつもは一人の和尚さんが
今日は二人でやって来ました。
なぜでしょう？

＊締切3/15

これってなんて読む？

ー
ヒント

答えは、職業名
今回も難問だと思います。
正解者「０（ゼロ）」かも．．．
挑戦してください。
楽しいことが好きな、町の
工務店からの出題です(^^ゞ

和尚が2人（ツー）
おしょうがツー

　「つながる新聞」は、ほぼ月1回発行しています。
長沢地域の情報を気ままに発信中！！

　「頭の体操」は地域の皆さんが楽し
める内容にしたいと思っています。
　ご応募お待ちしています。　
［情報提供］
　ASA南生田 TEL.976-0540 までお願いします。

らぶながさわ
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